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下
村
観
山
の
大
作
、
六
曲
一
双
屏
風
の「
弱
法
師
」を
見
た
驚
き
は
忘
れ
が

た
い（
図
A
）。
所
蔵
館
東
京
国
立
博
物
館
の
巨
大
な
展
示
ケ
ー
ス
の
底
に

静
ま
り
返
っ
て
い
た
。
な
ん
と
い
っ
て
も
こ
の
弱
法
師
の
独
特
な
姿
に
驚
く

（
図
B
）。
能「
弱
法
師
」の
清
澄
、
風
雅
な
青
年
と
は
程
遠
い
。
髪
の
乱
れ
、

粉
を
吹
い
た
よ
う
に
白
濁
し
た
顔
貌
、
薄
い
口
ひ
げ
ま
で
描
か
れ
て
あ
る
。

や
せ
細
っ
た
手
首
、足
指
、物
乞
い
の
よ
う
な
両
手
、最
下
層
民
の
草
履
を

は
く
汚
い
男
で
あ
る
。
と
ま
ず
見
え
た
。
な
に
よ
り
も
能「
弱
法
師
」の
能
面

と
は
い
た
く
違
っ
た
リ
ア
ル
な
乞
食
の
相
貌
に
ど
き
り
と
さ
せ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
は
た
し
か
に
天
王
寺
に
蝟
集
す
る
乞
食
た
ち
、
そ
の
な
か
で
も
盲
目

と
い
う
重
度
の
障
害
を
負
わ
さ
れ
た
弱
法
師
の
実
像
だ
ろ
う
。
観
山
は
ど
う

し
て
能
の「
弱
法
師
」を
こ
ん
な
青
年
像
で
描
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
能
の

雅
な
表
現
を
否
定
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
弱
法
師
の
正
体
は
こ
れ
で

す
と
暴
露
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
絵
画
は
一
見
、
二
見
で
そ

の
本
質
を
了
解
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、そ
れ
は
ま
さ
に
能
と
同
じ
で
あ
る
。

気
が
付
く
と
こ
の
弱
法
師
は
見
事
な
能
衣
装
を
ま
と
っ
て
い
る
。
着
付
は

小
格
子
厚
板
風
、
腰
に
ま
と
う
の
は
流
水
に
葦
紋
様
の
縫
箔
、
表
着
は
よ
れ

よ
れ
に
裂
け
て
は
い
る
が
水
衣
で
あ
る
。

　

金
地
屏
風
の
画
面
に
た
だ
一
人
立
つ
こ
の
乞
食
は
能
の
主
人
公
の
弱
法
師

だ
っ
た
の
だ
。
な
ま
な
ま
し
い
人
間
の
相
貌
は
観
山
が
こ
の
能
の
本
質
と
し
て

受
け
取
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
能
の
上
演
に
こ
の「
汚
く
」「
あ
わ
れ
な
」青
年

を
重
ね
て
み
る
。
能
の
美
学
に
、は
て
し
な
い
人
間
悲
劇
の
深
み
が
加
わ
る
。

（図 A）「弱法師」（東京国立博物館蔵）

右隻

左隻
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（図 B）「弱法師」部分 弱
法
師
は「
受
け
取
る
心
」も
ま
た
能
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

　

本
日
は
宝
生
流
の
大
坪
喜
美
雄
師
、大
倉
流
小
鼓
方
久
田
舜
一
郎
師
の
一
調
。

名
場
面
を「
聞
く
」至
福
の
時
で
あ
る
。「
弱
法
師
」上
演
を
思
い
浮
か
べ
、

観
山
の
弱
法
師
を
去
来
さ
せ
て
、私
だ
け
の
弱
法
師
像
を
結
ぼ
う
。

　

さ
て
終
わ
り
に
。
下
村
観
山
の
長
兄
下
村
清き
よ

時と
き（
明
治
元（
1
8
6
8
）
～

大
正
10（
1
9
2
1
）
）も
ま
た
能
面
師
と
し
て
名
高
い
。
清
時
の
妻
女
は

廣
田
幸
稔
夫
人
一
恵
の
祖
母
の
姉
で
あ
る
。
こ
れ
は
廣
田
家
フ
ア
ミ
リ
ー

ヒ
ス
ト
リ
ー
で
す
ね
。

こ
の
一
双
の
大
画
面
屏
風
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
弱
法
師
と
満
開
の
梅
の

古
木
と
落
日
の
み
で
あ
る
。
左
隻
に
は
右
隻
か
ら
つ
づ
く
梅
の
枝
と
大
き
な

赤
い
日
輪
。
左
隻
左
半
分
の
中
央
下
方
に
描
か
れ
た
日
没
の
色
相
が
も
の
す

ご
い
。
盲
目
と
な
っ
た
弱
法
師
の
心
眼
が
見
て
い
る
日
輪
、
日
想
観
の
場
面

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

下
村
観
山（
明
治
６
（
1
8
7
3
）～
昭
和
５
（
1
9
3
0
）
）は
紀
州
藩
抱

え
の
幸
清
流
小
鼓
方
の
家
の
出
で
、
東
京
に
移
り
幼
少
よ
り
画
才
を
称
え
ら

れ
た
。
本
作
品
は
大
正
４（
1
9
1
5
）年
、42
才
の
作
。
引
用
の『
現
代
日
本

の
美
術 

第
一
巻
』（
集
英
社
1
9
7
6
）の
解
説
者
の
美
術
史
家
永
井
信
一
は

次
の
よ
う
に
書
く
。「
観
山
は
謡
曲
の
物
語
を
好
ん
で
画
の
主
題
に
し
た
が
、

謡
曲
と
絵
画
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、こ
れ
ほ
ど
美
し
い
荘
重
な
響
き
を
放
っ
て

い
る
も
の
は
な
い
。
」謡
曲
本
文
に
踏
み
込
ん
だ
解
説
で
は
な
い
が
本
画
に

「
壮
厳
、幽
玄
、清
麗
な
世
界
」を
読
み
取
っ
て
い
る
。

　

観
山
に
も
う
一
作
、
弱
法
師
を
描
く
作
品
が
あ
る
。「
俊
徳
丸
」と
題
す
る

作
品
で
大
正
11（
1
9
2
2
）年
、
観
山
49
才
の
作（
図
C
）。
う
す
く
着
彩

さ
れ
て
い
る
が
ほ
と
ん
ど
墨
線
の
描
画
。
屏
風
で
は
か
す
か
に
描
か
れ
て
い
た

微
笑
が
こ
こ
で
は
消
え
、両
眼
は
薄
墨
で
塗
ら
れ
て
い
る
。
か
ぎ
り
な
く
暗
い
。

永
井
信
一
は「
師（
藤
岡
注
・
岡
倉
天
心
）を
亡
く
し
て
心
の
放
浪
つ
づ
け
る

観
山
自
身
の
心
境
を
託
し
た
も
の
」か
、と
す
る
。

　

能「
弱
法
師
」は「
家
を
追
わ
れ
て
盲
目
の
乞
食
と
な
っ
た
少
年
を
描
く
の

だ
が
、
暗
く
悲
惨
に
は
描
か
ず
、
逆
境
を
超
越
し
て
澄
み
き
っ
た
諦
観
の
中

に
住
む
美
少
年
」の
描
出
を
主
題
と
す
る（『
日
本
古
典
文
学
大
系 

謡
曲
集
上
』

解
説
）。
し
か
し
観
山
の
弱
法
師
は
能
の
再
現
で
は
な
い
。
観
山
の
心
が

読
ん
だ
弱
法
師
で
あ
る
。
梅
花
の
下
、
盲
目
な
が
ら
入
日
を
拝
む
弱
法
師
も

観
山
、
何
も
見
え
ず
、
行
先
も
見
え
な
い
弱
法
師
も
ま
た
観
山
。
能
が
ど
う

鑑
賞
、受
容
さ
れ
る
の
か
を
知
る
手
立
て
は
能
評
ば
か
り
で
は
な
い
。
観
山
の

（図 C）「俊徳丸」（日本美術院蔵）
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